
シベリア・極東地域持続可能な森林経営推進体制強化事業（継続）

【平成21年度予算額 ８，３０６（１０，３８３）千円】

事業のポイント
シベリア・極東地域におけるＭＡＲ（モニタリング・評価・報告）体制

の強化等を通じて持続可能な森林経営及び地球温暖化防止対策の推進に貢

献します。

（事業の背景等）

・ 同地域においては、違法伐採や森林火災による森林資源の劣化等により、持続可能

な森林経営の達成への影響が懸念されている。

・ また、同地域は我が国の木材供給地の１つであると同時に、京都メカニズムの共同

実施プロジェクトの候補地であり、持続可能な森林経営を推進する体制の確立が課

題である。

・ しかし、ロシアは、モントリオールプロセスの報告書では、６７指標のうち半分程

度しか報告していない（２００３年）など持続可能な森林経営の実現に不可欠な基

盤となるＭＡＲ体制の整備が遅れている。

政策目標
事業対象国の持続可能な森林経営に同事業がどれだけ寄与したかについ

て最高度の評価を獲得。

（５段階評価のアンケート調査を実施し、事業対象国から最高点の評価値を得る。）

＜内容＞

森林火災等の問題に対処するため、リモートセンシング等の地理情報システム

を活用し、モデル地域を選定して、ＭＡＲシステムの構築支援を行います。

また、シベリア・極東地域の森林・林業分野における制度、政府や民間レベル

の取組動向等を踏まえて、京都メカニズムの１つである共同実施プロジェクト実

施可能性調査、我が国民間事業者等が植林や木材取引等を持続的に行うための手

法検討等を行い、シベリア・極東地域における持続的な森林経営のための取組を

推進します。

＜補助率＞

定額

＜事業実施主体＞

民間団体

＜事業実施期間＞

平成１８年度～２２年度（５年間）

［担当課：林野庁計画課］


